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昭
和
六
十
二
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
し
て
か
ら
、
こ

と
し
で
十
八
年
目
の
流
山
―
―
。
戦
後
五
十
九
年
を
経
た
今

も
江
戸
川
で
旧
陸
軍
の
不
発
弾
回
収
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
夏
、
平
和
へ
の
願
い
を
「
鶴
」
に
託
す
企
画
が

流
山
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
鶴
を
折

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「お互いの個性がひかる共同参画」。6月23日～29日は男女共同参画週間です
□問企画政策課男女共同参画室�７１５０－６０６４

市の人口と予算

【人口・世帯】〈7月1日現在〉
合計＝151,901人 （＋57）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,289人 （＋36）
女 ＝ 76,612人 （＋21）
世帯＝ 56,727世帯（＋80）
【予算】〈7月1日現在〉
一 般 会 計＝39,702,400千円
特別・企業会計＝37,302,013千円

さ
つ
き
園
の
パ
ン
づ
く
り

障
害
者
の
自
立
め
ざ
し
本
格
稼
働
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集

新
し
い
時
代
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

市
で
は
、
終
戦
記
念
日
の

八
月
十
五
日
に
合
わ
せ
て
、

市
心
身
障
害
者
福
祉
作
業

所
さ
つ
き
園
の
パ
ン
工
房
に

六
月
二
十
二
日
、
柏
保
健
所

か
ら
営
業
許
可
が
出
さ
れ
、

園
生
た
ち
は
、
パ
ン
づ
く
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
と
し
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
さ
つ
き

園
は
、
従
来
か
ら
行
っ
て
き

た
「
福
祉
作
業
所
」
の
機
能

に
加
え
、
障
害
者
の
雇
用
を

推
進
す
る
た
め
「
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
し
た
施

設
で
す
。
福
祉
作
業
所
で
は
、

就
労
が
困
難
な
障
害
者
に
作

業
を
提
供
し
、
そ
の
自
立
を

図
ろ
う
と
、
靴
下
の
製
品
化

な
ど
を
行
う
部
屋
と
、
今
回
、

初
め
て
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
室

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
テ
ー
ブ
ル
ロ
ー
ル

や
菓
子
パ
ン
、
調
理
パ
ン
な

ど
を
焼
い
て
い
ま
す
。
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
「
無
添
加

と
味
」。
安
定
し
た
供
給
や

販
路
拡
大
な
ど
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
園
の
職
員
は
「
味

で
も
価
格
で
も
競
争
力
を
付

け
て
い
き
た
い
」
と
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。

□問
さ
つ
き
園
�
７
１
５
４

―

５
１
８
８

市
で
は
、
新
た
に
設
置
す

る
「
な
が
れ
や
ま
21
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
市
民
会
議
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集

し
ま
す
。

市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
、
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
必
ず
し
も
対
応
で
き
な

い
状
況
の
中
で
、
市
民
自
ら

が
地
域
課
題
や
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
活
動
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で

は
、
市
民
等
と
の
役
割
分
担

と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

「
な
が
れ
や
ま
21
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
市
民
会
議
」
を
今

年
九
月
に
設
置
し
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
会
議
に
参

加
し
、
新
し
い
時
代
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に
向

け
た
ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

を
。▽

応
募
資
格
＝
18
歳
以
上

の
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
市

民
活
動
団
体
で
活
動
し
て
い

る
方
▽
募
集
人
数
＝
15
人
程

度
▽
登
録
期
間
＝
９
月
か
ら

１
年
間
▽
応
募
方
法
＝
専
用

の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

明
記
し
、
８
月
20
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

（
各
出
張
所
へ
の
持
参
も
可
）

※
応
募
用
紙
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課
、
各
出
張
所
で
配
布

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.city.nagareyam

a.
chiba.jp/section/

か
ら
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）
▽
選
考
方
法
＝
書
類
選

考
（
選
考
結
果
は
全
員
に
通

知
し
ま
す
）

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
６

広
島
平
和
記
念
公
園
に
市
民

手
づ
く
り
に
よ
る
「
千
羽
鶴
」

を
送
る
予
定
で
す
。

市
は
、
市
制
施
行
二
十
周

年
に
あ
た
る
昭
和
六
十
二
年

一
月
に
平
和
都
市
宣
言
を
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
市
は

「
世
界
で
た
だ
ひ
と
つ
の
被

爆
国
と
し
て
、
広
島
・
長
崎

の
い
た
ま
し
さ
と
被
爆
者
の

苦
し
み
を
す
べ
て
の
人
々
に

訴
え
、
人
類
共
通
の
願
い
で

あ
る
恒
久
平
和
を
達
成
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
宣

言
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、

こ
の
平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め

て
、
広
島
に
千
羽
鶴
を
送
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
鶴
を
折
り

な
が
ら
、「
平
和
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
せ
ん
か
。
皆
さ

ん
の
平
和
へ
の
想
い
を
広
島

へ
お
届
け
し
ま
す
。

折
り
紙
と
折
り
鶴
を
入
れ

る
箱
の
設
置
場
所
は
、
市
役

所
、
中
央
図
書
館
、
森
の
図

書
館
、
北
部
公
民
館
、
初
石

公
民
館
、
東
部
公
民
館
、
南

流
山
セ
ン
タ
ー
の
七
カ
所
で

す
。家

に
あ
る
チ
ラ
シ
な
ど
を

使
用
し
て
箱
に
い
れ
て
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
（
基
本

サ
イ
ズ
は
、
十
セ
ン
チ
四
方

で
す
）。

募
集
期
間
は
、
き
ょ
う
十

五
日
�
か
ら
八
月
六
日
�
ま

で
。
集
ま
っ
た
折
り
鶴
は
八

月
十
日
�
か
ら
十
三
日
�
ま

で
市
役
所
に
展
示
し
ま
す
。

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

こ
と
し
二
十
九
回
目
を
迎

え
る
流
山
花
火
大
会
。
昨
年

ま
で
は
、
七
月
下
旬
の
金
曜

日
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
と
し
は
、
八
月
下
旬
の
土

曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
８
月
21
日
�
18

時
30
分
〜
20
時
※
雨
天
、
荒

天
の
場
合
は
８
月
28
日
に
順

延
▽
場
所
＝
江
戸
川
堤
（
流

山
１
〜
３
丁
目
地
先
）
▽
交

通
＝
総
武
流
山
電
鉄
流
山

駅
、
平
和
台
駅
下
車
徒
歩
各

５
分□問

流
山
花
火
大
会
実
行
委

員
会
�
７
１
５
８
―

６
１
１

４

無添加でおいしいパンをつくります
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平和都市宣言
今年で18年目

流山産業博2004
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千
羽
鶴
を
広
島
平
和
記
念
公
園
に

｢つくばエクスプレスタウン流山産業博2004｣
（流山市商工会主催）の出展者を募集します。こ
のイベントは、市内商工業者の発展や販売促進
などを目的に昨年から開催され、今回が2回目。
当日訪れる多くの市民をはじめ、他の事業者に
対して、自社製品や商品などをPRしてみません
か。ご応募をお待ちしています。
▽日時＝10月3日�9時～15時※雨天決行▽場
所＝流山工業団地（西深井）▽応募資格＝原則
として流山市に関連する商工業者▽出展料＝1
ブース10,000円（税込み、机1台・いす2脚付き）
▽応募方法＝所定の申込書に必要事項を明記
し、料金を添えて流山市商工会へ持参※詳細は
問い合わせを
□問流山市商工会�７１５８－６１１１

花火大会と同じ8月21日に開催する｢新選組・

ながれやま夏まつり｣（新選組流山隊実行委員

会主催）の出店者を募集します。会場を盛り上

げてくれる市内の商工業者等のご応募をお待ち

しています。

▽日時＝8月21日�10時～18時（雨天、荒天

時は8月28日に順延）▽場所＝文化会館駐車場

▽応募資格＝市内商工業者および団体（政治、

宗教等を除く）▽出店料（1ブース）＝5,000円

▽募集期間＝7月31日まで※フリーマーケットの

参加者も募集しています。詳細は問い合わせを

□問新選組流山隊実行委員会・塚原�０９０－

８５８２－１３８１

������������������つくばエクスプレスタウン 新選組・ながれやま夏まつり
商工業者等の参加をお待ちしています 
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平
成
十
六
年
度
介
護
保
険

料
の
納
入
通
知
書
を
今
月
十

六
日
に
発
送
し
ま
す
。
対
象

は
、
六
十
五
歳
以
上
の
方

（
第
一
号
被
保
険
者
）
で
す
。

介
護
保
険
料
の
納
入
方
法

は
、
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

の
二
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

な
お
、
第
一
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険

料
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

【
特
別
徴
収
】

年
金
が
支
給
さ
れ
る

時
点
で
、
介
護
保
険

料
が
天
引
き
さ
れ
ま

す
（
年
金
受
給
額
が

年
額
十
八
万
円
以
上

の
方
。
障
害
者
年
金
、

遺
族
年
金
以
外
の

方
）。また

、
特
別
徴
収

対
象
と
な
る
方
で

も
、
年
度
途
中
に
転

「なんで･･･わたしだけが」
「どうして･･･まわりの人は
わからないの」
「どうしたら･･･ミルクを飲
んでくれるの、歩いてくれ
るの、わがままが治るの」
こんな思いは誰もが抱え

ています。子育ての不安や
悩みはひとりで抱えていな
いで、次の機関に気軽にご
相談ください。

�子どもをとりまく家庭環境やしつけなどの問題＝家
庭児童相談室�７１５８－４１４４
�育児の不安や悩み＝地域子育て支援センターゆうゆ
う�７１４４－７９２６
�子どもの心の問題・家族の問題＝青少年指導センタ
ー�７１５８－７８３０
�乳幼児の発育・健康に関する相談＝保健センター�
７１５４－０３３１
�中学生以下のいじめ・乱暴・不登校などの相談＝教
育研究室�７１５０－６１０５
�18歳未満のあらゆる問題＝柏児童相談所�７１３
１－７１７５
�子どもの成長や発達などの療育相談＝療育相談室
（つばさ学園内）�７１５４－４８４４
�０歳児から就学前の子どもに関する電話相談＝平和
台保育所�７１５８－１４３５／江戸川台保育所�７
１５２－０６４８／向小金保育所�７１７４－８８５３

入
し
た
方
や
六
十
五
歳
に
な

っ
た
方
の
特
別
徴
収
の
開
始

は
、
次
の
と
お
り
区
分
さ
れ

ま
す
。

①
平
成
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
十
六
年
四
月
一
日

ま
で
に
転
入
ま
た
は
六
十
五

歳
に
到
達
さ
れ
た
方
で
、
平

成
十
六
年
四
月
に
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成

十
六
年
九
月
ま
で
普
通
徴
収

と
な
り
、
十
月
か
ら
特
別
徴

収
が
開
始
さ
れ
ま
す
（
た
だ

し
、
一
部
を
除
く
）。

②
平
成
十
六
年
四
月
二
日

以
降
に
転
入
ま
た
は
六
十
五

歳
に
到
達
さ
れ
た
方
は
、
平

成
十
六
年
度
は
、
す
べ
て
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

市
が
発

送
す
る
納
入
通
知
書
に
記
載

の
あ
る
金
融
機
関
で
納
入
し

て
く
だ
さ
い
。
※
介
護
保
険

料
は
納
期
限
内
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
介
護
保

険
料
の
納
入
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

□問
高
齢
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
０
（
賦
課
お

平
成
十
六
年
度
国
民
健
康

保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
、

あ
す
十
六
日
に
発
送
し
ま

す
。
保
険
料
は
納
期
限
内
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

保
険
料
の
納
入
は
便
利
な
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
六
年
度
の

保
険
料
率
（
医
療
分
・
介
護

分
）
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

（
別
表
参
照
）。
被
保
険
者
の

負
担
が
増
す
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
被
保
険
者
の
方
々
の

相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
い

市
で
は
、「
い
ま
ど
き
の

子
育
て
事
情
と
支
援
の
あ
り

方
」
を
テ
ー
マ
に
「
男
女
共

同
参
画
・
子
育
て
支
援
者
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
核
家
族
化

や
共
働
き
世
帯
の
増
加
、
地

域
社
会
の
変
化
等
の
中
で
、

子
育
て
に
負
担
や
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
を
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
か
を
男
女
共

同
参
画
の
視
点
か
ら
考
え
る

も
の
で
す
。
子
育
て
に
関
心

の
あ
る
方
、
悩
ん
で
い
る
方

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
子

育
て
が
始
ま
る
方
、
子
ど
も

に
接
す
る
機
会
の
多
い
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

▽
期
日
／
場
所
＝
①
８
月

７
日
�
／
文
化
会
館
②
８
月

８
日
�
／
中
央
図
書
館
▽
時

間
＝
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時

30
分
（
１
回
で
も
連
続
の
参

加
で
も
可
）
▽
定
員
＝
各
40

人
（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
内

海
崎
貴
子
さ
ん
（
川
村
学
園

女
子
大
学
助
教
授
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
企
画
政
策
課
・
男
女
共

同
参
画
室
へ

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

て
運
営
さ
れ
て
い
る
国
民
健

康
保
険
の
制
度
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□問
国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
７

市
で
は
、「
県
市
町
村
交

通
災
害
共
済
」
へ
の
加
入
を
、

き
ょ
う
十
五
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
昨
年
ま
で
実
施
し

て
い
た
「
市
火
災
共
済
」
は

平
成
十
六
年
度
か
ら
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。

▽
対
象
＝
市
の
住
民
基
本

台
帳
（
外
国
人
登
録
原
票
を

含
む
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
▽
掛
け
金
＝
1
人
７
０
０

円
（
年
額
）
▽
見
舞
金
＝
①

死
亡
…
１
５
０
万
円
②
１
・

２
級
の
身
体
障
害
…
50
万
円

③
ケ
ガ
…
２
万
〜
50
万
円
④

交
通
遺
児
…
遺
児
1
人
に
つ

き
10
万
円
▽
受
付
場
所
＝
市

役
所
生
活
安
全
課
お
よ
び
各

出
張
所
（
７
月
15
日
〜
８
月

31
日
）、
出
張
受
付
（
別
表

参
照
）
▽
共
済
期
間
＝
平
成

「風しん」とは風しんウイル
スの感染によって起こる病気で
す。発疹、発熱、リンパ節の腫
れなどが主な症状で発疹も熱も3
日間で治りますので「三日ばし
か」とも呼ばれることがあります。
風しんは、ワクチンを接種す

ることで予防が可能です。まだ、
接種していない方は、早めに接
種しましょう（1歳～7歳半未満
は無料で受けられます）。
なお、妊婦が妊娠初期にかか

りますと、先天性風しん症候群
と呼ばれる病気をもった児（心
臓病や白内障、聴力障害など）
が生まれる可能性があると言わ
れていますので、予防接種は早
めにお受けください。
□問保健センター�７１５４－０

３３１

痴
ほ
う
の
お
年
寄
り
の
方

が
家
庭
的
な
ぬ
く
も
り
の
中

で
、
自
分
ら
し
く
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
共
同
生
活
が
で

き
る
施
設
と
し
て
、
流
山
八

丁
目
に
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

お
ひ
さ
ま
流
山
」
が
六
月
か

ら
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

「運転中　メールひと文字　事故一生」をスロー
ガンに、今月20日から31日まで夏の交通安全運動が
県下一斉に展開されます。
期間中は、重点目標①子どもと高齢者の交通事故
防止②シートベルトとチャイルドシートの着用の徹
底③飲酒運転の防止と安全運転の励行―を設定し、
警察署、交通安全協会等と協力し、街頭啓発を行う
とともに交通取り締まりを強化します。
また、最近自転車の運転マナ
ーの低下が目立っています。左
側通行や夜間のライトの点灯な
ど、交通ルールの遵守と正しい
マナーを実践し、事故防止に努
めましょう。
□問生活安全課�７１５０－６
３１２

た
。定

員
は
九
名
で
す
。
現
在
、

入
所
枠
に
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。□問

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
ひ

さ
ま
流
山
�
７
１
５
７
―

７

８
８
０

障
害
者
の
在
宅
福
祉
の
要

で
あ
る
西
深
井
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
」
が
、

今
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。同

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
友

達
が
欲
し
い
」、「
働
く
場
所

が
欲
し
い
」、「
障
害
者
の
憩

い
の
場
が
欲
し
い
」
な
ど
、

障
害
者
の
方
や
そ
の
家
族
等

か
ら
の
電
話
や
面
接
に
よ
る

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
バ
ザ

ー
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
の

交
流
活
動
を
通
し
て
、
地
域

の
方
々
と
障
害
に
対
す
る
相

互
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の

社
会
復
帰
に
向
け
た
生
活
訓

練
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、
運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
自
立
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

流
山
」
が
行
い
ま
す
。

□問
西
深
井
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
す
み
れ
�
７
１
５

４
―

８
７
１
６

気軽にご相談を

風しんの予防接種を受けましょう

運転中 メールひと文字 事故一生

介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書

今
月
16
日
に
発
送
し
ま
す

　第１号被保険者の介護保険料 

段階 年間保険料 該当となる要件 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第６段階 

10,200円 

23,800円 

34,100円 

42,600円 

51,100円 

68,200円 

基準額×0.3 

基準額×0.7 

基準額 

基準額×1.25 

基準額×1.5 

基準額×2.0

生活保護または老齢福祉年金の受給者で 
世帯全員が住民税非課税者の場合等 

本人が住民税非課税者であり、かつ世帯 
全員が住民税非課税者の場合等 

本人は住民税非課税者でも、世帯内に住 
民税課税者がいる場合等 
 本人が住民税課税者で、前年の所得額が 
200万円未満等 
 本人が住民税課税者で、前年の所得額が 
200万円以上1,000万円未満等 

本人が住民税課税者で、前年の所得額が 
1,000万円以上の場合 

よ
び
特
別
徴
収
に
つ
い
て
）

／
国
保
年
金
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
７
（
普
通
徴
収
お

よ
び
口
座
振
替
に
つ
い
て
）

男
女
共
同
参
画
の
講
演
会

い
ま
ど
き
の
子
育
て
事
情
と
支
援

内海崎貴子さん

国民健康
保　険

納
入
通
知
書
を
16
日
に
発
送

保
険
料
率
が
改
定

国民健康保険料　＝　医療分保険料　 ＋　介護分保険料 

※介護分保険料（④所得割＋⑤均等割）の賦課額が80,000円を超えるときは80,000円と 
　なります 

※医療分保険料（①所得割＋②均等割＋③平等割）の賦課額が530,000円を超えるとき 
　は530,000円となります 

区　分  平成16年度 平成15年度 内　　容 

④所得割 

⑤均等割 

 

（料率） 

（料率） 

1.30% 
 

0.83% 
 

12,000円 7,440円 

前年の所得から市民税基礎控除額33万 
円を差し引いた額に料率を掛けます。 

世帯の加入人数に応じ賦課。 
（12,000円×加入者数） 

区　分  平成16年度 平成15年度 内　　容 

①所得割 

②均等割  

8.60% 
 

8.00% 
 

20,400円 

15,600円 

19,200円 

15,600円 

前年の所得から市民税基礎控除額33万 
円を差し引いた額に料率を掛けます。 

世帯の加入人数に応じ賦課。 
（20,400円×加入者数） 

１世帯につき15,600円を賦課。 

●介護分保険料 

●医療分保険料 

40歳以上65歳未満までの方（介護第2号被保険者）が賦課の対象です 

③平等割 

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン 

高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

き
ょ
う
15
日
か
ら
受
け
付
け 

16
年
９
月
１
日
〜
平
成
17
年

８
月
31
日

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

　交通災害の出張受付 

7月26日��

7月27日��

7月28日� 

7月29日� 

7月30日��

松ケ丘自治会館 

江戸川台西自治会館 

向小金東（あずま）自治会館 

初石公民館 

東深井福祉会館 

向小金福祉会館 

鰭ケ崎団地自治会館 

思井福祉会館 

江戸川台福祉会館 

北部公民館 

期　日 
受付場所・時間 

9時30分～11時30分 13時30分～16時30分 

 

正しい交通マナーで事故防止を 障
害
者
在
宅
福
祉
の
要
に

【献血にご協力を】▽日時＝７月30日�９時30分～12時30分▽場所＝流山運転免許センター
▽献血のできる方＝16歳～69歳の健康な方□問保健センター�７１５４－０３３１
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子育てに悩んでいませんか？



（３） 平成16年７月15日（木曜日） 第１０７０号

★印のあるものは市主催のものです 

常磐自動車道測定結果（平成16年5月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数）
�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 23 54 21 24

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 4（0） 0（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

45,174台 46,043台 91,217台

下　り 合　計

【返却ボックスの閉鎖】…７/18�15時から７/21�10時まで
【祝日に伴う図書館の休館】…７/19�・７/20�□問中央図書館�７１５９－４６４６

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
の
教
室

▽
教
室
名
／
日
時
＝
①
布

の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
／
７
月

29
日
�
10
時
〜
15
時
②
牛
乳

パ
ッ
ク
を
使
っ
た
親
子
紙
す

き
教
室
／
８
月
１
日
�
10
時

〜
12
時
③
廃
油
を
利
用
し
た

親
子
石
け
ん
つ
く
り
教
室
／

８
月
９
日
�
10
時
〜
12
時
④

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室
（
全

２
回
）
／
８
月
17
日
�
・
24

日
�
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜

15
時
▽
場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽
対

象
／
定
員
＝
①
市
民
／
20
人

②
③
親
子
／
10
組
20
人
（
③

は
子
ど
も
の
単
独
参
加
も

可
）
④
小
学
生
／
20
人
（
２

回
出
席
で
き
る
方
）
※
い
ず

れ
も
多
数
抽
選
▽
参
加
費
＝

無
料
（
材
料
費
は
自
己
負
担
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名

（
②
③
は
親
子
の
氏
名
）、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
①
７
月

20
日
②
７
月
22
日
③
７
月
26

日
④
７
月
31
日
（
い
ず
れ
も

必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
４
流
山
市
下
花
輪
１

９
１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

★
大
学
開
放
講
座
「
夏
期

体
験
授
業
」（
公
民
館
・
江

戸
川
短
期
大
学
共
催
）

▽
日
程
＝
８
月
２
日
�
・

３
日
�
10
時
〜
14
時
▽
場

所
＝
江
戸
川
短
期
大
学

（
駒
木
）
▽
対
象
＝
15
歳
以

上
の
方
▽
コ
ー
ス
／
定

員
＝
①
創
作
・
編
集
／
30

人
②
英
会
話
・
観
光
／
30

人
③
心
理
学
／
50
人
④
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
案
内
と
速

読
／
30
人
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

江
戸
川
短
期
大
学
へ

□問
江
戸
川
短
期
大
学
�
０

１
２
０
―

４
４
０
―

６
６
１

陶
芸
入
門
講
座
（
全
３
回
）

▽
日
程
＝
７
月
26
日
�
、

８
月
19
日
�
・
26
日
�
９
時

〜
11
時
（
初
日
は
12
時
ま
で
）

▽
場
所
＝
県
立
養
護
学
校
流

山
高
等
学
園
（
野
々
下
）
▽

対
象
＝
陶
芸
未
経
験
の
県
内

在
住
・
在
勤
の
方
▽
参
加

費
＝
２
０
０
０
円
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

□問
県
立
養
護
学
校
流
山
高

等
学
園
�
７
１
４
８
―

０
２

０
０★

夏
休
み
男
女
共
同
参

画
・
児
童
ビ
デ
オ
上
映
会

▽
日
時
＝
７
月
25
日
�
10

時
30
分
〜
11
時
45
分
▽
場

所
＝
森
の
図
書
館
▽
定
員
＝

１
０
０
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
小
学
生
向
け
男
女
共
同

参
画
ビ
デ
オ
「
ロ
ボ
ッ
ト
ハ

ー
ト
ン
の
疑
問
」
ほ
か
▽
入

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
企
画
政
策
課
・
男
女

共
同
参
画
室
へ

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

★
図
書
館
子
ど
も
映
画
会

▽
日
時
＝
７
月
21
日
�
14

時
〜
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館

▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
生
以

上
／
80
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
▽
入

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５

２
―

３
２
０
０

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
７
月
23
日
�
11

時
〜
12
時
▽
場
所
＝
北
部
公

民
館
▽
内
容
＝
「
し
っ
ぽ
を

と
ら
れ
た
お
お
か
み
」
ほ
か

▽
出
演
＝
人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ

▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
　

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

★
第
34
回
市
内
小
学
校
水

泳
競
技
大
会

市
内
十
五
校
の
小
学
生
の

力
泳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
７
月
28
日
�
８

時
30
分
（
開
会
式
）
〜
▽
場

所
＝
市
民
プ
ー
ル

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

学
童
保
育
所
の
指
導
員
募

集
▽
場
所
＝
ち
び
っ
こ
ク
ラ

ブ
（
平
和
台
）
▽
資
格
＝
満

18
歳
以
上
の
方
（
性
別
、
公

的
資
格
等
は
不
問
。
学
生
可
）

▽
勤
務
日
＝
土
曜
を
含
む
週

３
日
以
上
ま
た
は
夏
休
み
期

間
中
▽
時
間
給
＝
８
０
０
円

〜
▽
内
容
＝
流
山
北
小
学
校

１
〜
３
年
生
の
放
課
後
保
育
　

□問
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
�
７

１
５
９
―

５
９
２
１

★
公
民
館
運
営
審
議
会

▽
日
時
＝
７
月
16
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
内
容
＝
中
高
年
者
の
学

習
を
支
援
す
る
公
民
館
事
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
行
財
政
改
革
審
議
会

▽
日
時
＝
７
月
27
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
行
財
政
改
革
に
つ

い
て□問

行
政
改
革
推
進
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
８

★
木
地
区
一
体
型
特
定
土

地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
の

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

同
審
議
会
委
員
の
選
挙
の

実
施
に
当
た
り
、
当
該
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。な

お
、
選
挙
人
名
簿
に
記

載
も
れ
や
誤
り
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
縦
覧
期
間
内

に
文
書
で
理
事
長
に
異
議
を

申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝
７

月
21
日
�
〜
８
月
３
日
�

（
土
・
日
曜
も
含
む
）
／
９

時
〜
17
時
▽
場
所
＝
県
住
宅

供
給
公
社
流
山
開
発
事
業
部

□問
同
流
山
開
発
事
業
部
�

７
１
５
８
―

２
１
３
６

★
運
動
公
園
周
辺
地
区
一

体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
審

議
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧同

審
議
会
委
員
の
選
挙
の

実
施
に
当
た
り
、
当
該
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
記

載
も
れ
や
誤
り
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
縦
覧
期
間
内

に
文
書
で
知
事
に
異
議
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝
７

月
28
日
�
〜
８
月
10
日
�

（
土
・
日
曜
も
含
む
）
／
９

時
〜
17
時
▽
場
所
＝
県
企
業

庁
流
山
建
設
事
務
所

□問
同
流
山
建
設
事
務
所
�

７
１
５
０
―

４
５
０
０

★
流
山
都
市
計
画
用
途
地

域
等
の
案
の
縦
覧

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
区
域
内
の
用
途
地

域
、
高
度
地
区
、
防
火
地
域

お
よ
び
準
防
火
地
域
、
地
区

計
画
に
つ
い
て
の
案
の
縦
覧
。

な
お
、
地
区
計
画
に
お
け

る
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最

低
限
度
に
つ
い
て
、
原
案
の

百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、

百
三
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
に

変
更
し
ま
し
た
。

▽
期
間
＝
７
月
30
日
�
〜

８
月
13
日
�（
土
曜
を
除
く
）

▽
時
間
＝
９
時
〜
17
時
▽
場

所
＝
都
市
計
画
課

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
７

★
夏
休
み
お
話
会
ス
ペ
シ

ャ
ル▽

日
時
＝
７
月
31
日
�
15

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
中
央
図

書
館
▽
内
容
＝
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
栞
」

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

★
親
子
サ
ロ
ン
「
親
子
で

友
達
を
つ
く
ろ
う
」

▽
日
時
＝
７
月
26
日
�
10

時
〜
11
時
30
分
※
以
降
月
２

回
程
度
（
月
曜
）
実
施
▽
場

所
＝
初
石
公
民
館
▽
対
象
／

定
員
＝
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
／
親
子
６
組
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
子
育
て
に
つ
い
て

の
相
談
や
話
し
合
い
が
で
き

る
交
流
の
場
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
初

石
公
民
館
へ
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
初
石
公
民
館
�
７
１
５

４
―

９
１
０
１

★
夏
休
み
宿
題
お
う
え
ん

隊
▽
期
間
＝
８
月
５
日
�

〜
７
日
�
、
８
月
19
日
�

〜
21
日
�
９
時
30
分
〜
11

時
30
分
▽
場
所
＝
中
央
図

書
館
▽
対
象
＝
小
学
生
▽

内
容
＝
図
書
館
の
資
料
を

使
っ
て
、
調
べ
方
や
検
索

方
法
を
お
手
伝
い
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

期
間
中
に
直
接
会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

被
爆
者
健
康
管
理
見
舞
金

の
支
給
　

▽
対
象
＝
こ
と
し
８
月
１

日
現
在
本
市
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
（
外
国
人
登
録

原
票
を
含
む
）
に
登
録
さ
れ
、

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
▽
支
給
額
＝
１
０
０

０
０
円
▽
申
請
方
法
＝
被
爆

者
健
康
手
帳
と
印
か
ん
、
預

金
通
帳
な
ど
口
座
番
号
の
分

か
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、

８
月
13
日
ま
で
に
社
会
福
祉

課
へ□問

社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―

６
０
７
９

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある掲載
申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベント
掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場所、
問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするようにお願
いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

あなたも走ってみませんか～第16回反核・平和の火リレ
ー（同流山地区実行委員会主催）＝７月21日�10時55分～
13時30分、南流山駅前～市役所～運河水辺公園。参加費無
料□問梶間�７１５９－４７３３
原水爆禁止国民平和大行進 流山コース（同流山市実行委

員会主催）＝７月24日�９時（集合）～、江戸川台駅西口。
参加費無料□問金城�７１５８－８３１７
フラダンス体験レッスン（Halau OLa Hula Naomi主

催）＝７月24日�13時～14時、思井福祉会館。参加費500
円□問山崎�０９０－２４２０－１９５４
読売巨人軍「さわやか野球教室」の見学（流山市少年軟

式野球連盟協賛）＝７月24日�９時30分～12時30分、市総
合運動公園野球場（雨天時は流山北小学校体育館）。入場
無料□問鈴木�０９０－４５３５－０９３８
石けん作り教室（小学生対象）＝①７月27日�13時30分

～14時30分②８月24日�10時30分～11時30分、いずれも文
化会館。参加費500円□問立原�０９０－９３１２－４８２４
バスケットボール市民大会（流山市体育協会バスケット

部主催）＝９月12日�～20日�９時～20時、市民総合体育
館。参加費3,500円□問小縣�７１５９－９３７８
第26回運河地区少年野球大会（小学生チ－ムの募集）

（東京理科大学主催）＝８月19日�～21日�、同大学グラ
ウンド（野田市）。参加費無料※７月23日までに電話で申
し込みを□問東京理科大学・学生課�７１２４－１５０１

ことし完成した「新ごみ焼却施設」は、リサイ
クルプラザと合わせ「流山市クリーンセンター」
として、４月から本格稼働しています。
市では、市民の快適な生活環境を堅持するため、
新ごみ焼却施設の稼働以降、大気環境測定を行っ
ています。この測定では、法・条例による規制値
より厳しい保証数値を定め、ごみ焼却施設の適正
な維持管理と環境保全に万全を期しています。
計測データについては、市役所第１庁舎ロビー
およびリサイクルプラザ正門前に設置した「環境
監視盤」に表示して市民の方に公開しています。
今後は、「広報ながれやま（毎月15日号）」にも測
定結果を掲載します。
なお、ダイオキシン類の測定は、１カ月間連続
してサンプルを採取し、検査に時間を要するため
結果の公表が遅れます。
□問リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター 大気環境測定結果
毎月15日号でお知らせ

　クリーンセンター大気環境測定結果 （平成16年4月・5月） 

項　　　目 

大
　
　
気
　
　
質 

法・条例による 
規制値 保証数値 測定数値 

排
　
出
　
ガ
　
ス 

窒素酸化物 
 (ppm) 

硫黄酸化物 
(ppm)

塩 化 水 素 
(ppm) 

 ば い じ ん 
(mg/�N)

水　銀 
(mg/�N)

ダイオキシン類 
(ng‐TEQ/�N)

― 
 
 
 
 
 
 
 
― 

 
 

250 以下 
 

430 以下 
 

80 以下 
 
 
 

1 以下 
 

10 以下 

30 以下 

10 以下 

5 以下 

0.03 以下 

0.01 以下 

4月 
5月 
4月 
5月 
4月 
5月 
4月 
5月 
4月 
5月 
 
4月 
 

1以下 
1以下 
7以下 
9以下 
2以下 
1以下 
1以下 
1以下 

0.005以下 
0.005以下 

 
0.00009以下 

 
 
 

【ppm】気体の容積比（1ppm＝0.0001％） 【mg】1,000分の1グラム 【�N】標準状態 
（0℃、1気圧）における気体の体積 【ng】10億分の1グラム 【TEQ】検出されたダイオキシ
ン類の量を、最も毒性の強いダイオキシンの量に換算した値 

そ
の
他

講
座
・
講
演

資
格
・
求
人

大
会
・
試
合

映
画
・
公
演

縦
　
覧

施
策
会
議
傍聴可

今月は30日に 
第195回 

▽日時＝７月30日�12時15分～▽場所＝市役所市民ギ
ャラリー▽テーマ＝「～魔法の世界～」▽曲目＝魔法使
いの弟子、山の魔王の宮殿にて、小人の行進、火祭りの
踊り、ほうきにまたがって、ディズニー・ワンダー・マ
ジックメドレー▽出演＝熊坂牧子（ソプラノ）、新保麻子
（ピアノ）、高橋美保（ピアノ）、板倉寿美子（ピアノ、電
子ピアノ）、齋藤智子（司会）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６



企画展「新選組流山に入る」

平成16年７月15日（木曜日） （４）第１０７０号

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

市
教
育
委
員
会
は
、
吉
野

家
（
流
山
市
芝
崎
）
に
保
存

戸
川
台
駅
西
口
／
８
時
45
分

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／
45

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
４
２
０
０
円
※
昼
食
は

各
自
持
参
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
「
古
典
芸
能
鑑

賞
会
参
加
希
望
」、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

バ
ス
乗
車
場
所
（
返
信
用
に

も
宛
名
）
を
明
記
し
、
７
月

29
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
生
涯
学
習
課
へ
（
ハ

ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま
で
記
入

可
）□問

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

さ
れ
て
い
た
故
・
吉
野
誠
氏

（
一
八
八
四
〜
一
九
四
六
）

の
写
真
に
関
わ
る
資
料
二
千

百
九
十
三
点
を
市
指
定
有
形

文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
資
料
は
、
昨
年
ア
メ

リ
カ
で
開
か
れ
た
「
日
本
写

真
史
展
」
に
も
展
示
さ
れ
た

「
知
ら
れ
ぬ
花
」
な
ど
の
作

品
や
流
山
付
近
の
大
正
・
昭

和
時
代
の
風
景
や
風
俗
を
撮

影
し
た
二
千
点
余
り
の
写
真

乾
板
な
ど
で
、
本
市
の
歴
史

上
貴
重
な
も
の
で
す
。

吉
野
誠
氏
は
、
八
木
村
会

議
員
や
八
木
村
長
を
務
め
な

ま
し
た
。

指
定
資
料
は
現
在
、
市
立

博
物
館
に
寄
託
さ
れ
、「
知

ら
れ
ぬ
花
」
は
常
設
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乾
板

写
真
な
ど
は
調
査
報
告
書

「
吉
野
誠
の
世
界
」（
一
部
六

百
円
で
博
物
館
で
販
売
）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

大
正
・
昭
和
の
風
景
や
風
俗

撮
影

な
ど

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

擦
れ
違
ふ
日
傘
の
中
に
笑
顔
あ
り
　
　

燕
の
子
桃
色
の
首
伸
ば
し
け
り
　
　
　

諭
し
つ
つ
蛍
の
道
を
戻
り
け
り

朝
涼
の
運
河
に
風
の
遊
び
あ
り

そ
そ
り
立
つ
仏
が
浦
や
青
嵐

【
評
】
一
句
目
　
日
常
生
活
の
中
の
微
笑
ま
し
い
自
然
の
姿
を
見
る
。
作
り
物
で
な
い
本
当

の
生
活
の
調
べ
は
、
人
の
こ
こ
ろ
を
和
ま
せ
、
癒
し
口
当
た
り
の
い
い
絵
心
を
の
こ
す
。
二

句
目
　
見
事
な
写
生
の
も
た
ら
し
た
愛
ら
し
い
つ
ば
め
の
子
の
日
常
が
、
描
か
れ
て
い
る
。

桃
色
の
首
に
何
と
も
言
え
ぬ
思
い
が
こ
も
る
。
三
句
目
　
蛍
の
夜
の
戻
り
道
の
景
。
連
れ

あ
る
い
は
子
達
と
何
か
の
諭
し
を
伝
え
な
が
ら
の
、
闇
の
な
か
に
話
の
光
を
灯
し
て
い
る

一
つ
の
景
と
見
た
い
。
四
句
目
　
朝
涼
、
夕
涼
、
晩
涼
、
夜
涼
な
ど
な
ど
夏
ゆ
え
に
涼
し

さ
が
求
め
ら
れ
る
。
風
が
遊
ぶ
と
い
う
措
辞
に
写
生
の
深
さ
な
ど
が
、
窺
わ
れ
る
。
五
句

目
　
旅
吟
。
場
所
は
下
北
半
島
〝
仏
が
浦
〞
で
あ
る
。
そ
そ
り
立
つ
切
岸
に
向
け
て
青
嵐

の
吹
き
す
さ
ぶ
夏
な
ら
で
は
の
大
景
で
あ
り
詠
い
ぶ
り
で
あ
る
。

輪
に
な
っ
て西

　
初
　
石
　
　
山
田
　
良
光

輪
に
な
っ
て
遊
ぶ
の
が
す
き

輪
に
な
っ
て
歌
う
の
が
す
き

輪
に
な
っ
て
踊
る
の
が
す
き

私
が
見
つ
け
私
を
認
め
て
く
れ
た
人
と

祝
福
を
受
け
結
ば
れ
て
い
く
の
が
す
き

輪
に
な
っ
て
話
し
合
い
お
互
い
の
成
長
を
確
か
め
合
う

笑
っ
た
り
け
ん
か
し
た
り
す
る
の
が
す
き

壊
れ
て
い
く
自
然
を
見
つ
め
守
ろ
う
と
が
ん
ば
っ
た
り
す
る

輪
の
中
に
樹
木
を
植
え
巣
箱
な
ん
か
を
置
い
て

花
や
果
実
を
眺
め
た
り
す
る
の
が
す
き

枝
を
伝
っ
て
木
の
実
を
採
り
に
行
く
子
ど
も
た
ち
に

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
が
ん
ば
れ
」

「
そ
の
枝
は
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
言
っ
た
り
す
る

そ
ん
な
風
に
子
供
た
ち
が
育
つ
の
を
見
て
い
る
の
が
す
き

や
が
て
花
が
枯
れ
る
よ
う
に

輪
の
中
の
一
人
一
人
が
別
れ
を
告
げ
る

自
然
に
埋
も
れ
消
え
て
い
く

そ
れ
ま
で
輪
に
な
っ
て
遊
ぼ
う

【評】戦争で命が安易に扱われている。大国のエゴイズ
ムがむき出しの、こんな世の中で生命の尊さを子どもた

ちにいかに伝えたらいいのか私にはわからない。人間が

愚かな生きものであることはだれの目にも明らかになっ

た。私たち一人一人が信念を持つことが必要な時代であ

る。どんなに困難でも希望を棄てることなく、権力に立

ち向かう個人である限り、私たちの輪は広がっていく。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

野
　
々
　
下
　
大
野
　
和
子

富
士
見
台
　
後
閑
　
達
雄
　

西
　
初
　
石
　
石
戸
谷
貞
夫

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
ミ
チ

旅
に
出
で
し
妻
の
寝
顔
の
安
ら
け
く
ひ
と
と
き
の
宿
に
世
事
を
忘
れ
る

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
秋

在
り
し
日
の
兄
姉
七
人
す
で
に
亡
く
末
っ
子
わ
れ
の
愁
い
尽
き
せ
ぬ

若
　
葉
　
台
　
船
橋
　
房
子

つ
か
の
ま
を
梅
雨
晴
れ
わ
た
る
昼
空
の
大
き
な
虹
は
君
と
の
架
け
橋

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

【
評
】
皆
川
氏
　
世
俗
を
離
れ
て
の
妻
と
の
二
人
旅
、
心
の
や
す
ら
ぎ
と
、
い
た
わ
り
の
情

は
、
こ
の
世
の
息
吹
と
し
て
伝
わ
り
、
一
端
を
述
べ
た
作
者
の
影
は
、
心
身
一
如
の
夫
婦

像
の
愛
の
感
得
で
あ
る
。
船
橋
氏
　
独
自
の
体
験
、
事
実
の
悲
哀
を
捉
え
て
お
り
、
人
間

の
弱
さ
、
自
分
と
の
葛
藤
の
心
ゆ
ら
ぎ
、
心
情
が
や
さ
し
く
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た
が
「
会

者
定
離
」「
浮
世
の
な
ら
い
」
と
し
て
避
け
が
た
い
も
の
、
第
三
者
の
眼
に
な
り
読
み
返
す

こ
と
で
、
詠
嘆
は
万
人
の
味
わ
う
も
の
と
凝
視
し
救
わ
れ
る
。
森
口
氏
　
虹
の
か
か
っ
た

瞬
時
を
描
写
し
、
心
の
表
現
へ
と
練
り
あ
げ
て
ゆ
く
発
見
と
、
直
観
の
軽
快
な
歌
の
ス
タ

イ
ル
、
口
語
的
な
軽
み
の
中
に
、
さ
ら
り
と
気
持
を
表
白
し
た
青
春
性
の
表
現
に
味
が
あ

る
。

ccccccccccccccccccccccc
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c
c

c
c

c
c

c
c

c
c

c
c

c
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c
c

c
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ccccccccccccccccccccccc

が
ら
、
当
時
珍
し
か
っ
た
写

真
に
取
り
組
み
、
ゴ
ム
印
画

と
い
う
技
法
を
用
い
た
山
岳

写
真
で
全
国
的
に
名
を
馳
せ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
文

楽
の
鑑
賞
を
通
じ
て
古
典
芸

能
に
対
す
る
関
心
と
知
識
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
、「
古

典
芸
能
鑑
賞
会
」
を
開
き
ま

す
。今

回
は
、「
双
蝶
々
曲
輪

日
記
（
ふ
た
つ
ち
ょ
う
ち
ょ

う
く
る
わ
に
っ
き
）」「
花
競

四
季
寿
（
は
な
く
ら
べ
し
き
の

こ
と
ぶ
き
）」
を
上
演
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
９
月
16
日
�
▽

公
演
場
所
＝
国
立
劇
場
（
東

京
都
千
代
田
区
）
▽
バ
ス
乗

車
場
所
／
集
合
時
間
＝
①
東

部
公
民
館
／
８
時
15
分
②
流

山
駅
東
口
／
８
時
30
分
③
江

花
を
通
し
て
地
域
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
、
駒
木
台
第

二
自
治
会
（
大
島
暢の

ぶ

人ん
ど

会
長
）

は
、
六
月
二
十
三
日
・
二
十

五
日
・
二
十
七
日
に
「
ラ
ベ

ン
ダ
ー
バ
ン
ド
ル
づ
く
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
地
域
の
人

た
ち
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、

同
自
治
会
館
で
六
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。
使

わ
れ
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
は
、
市

の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
団
体
部
門
で
銀
賞
を
受
賞

し
た
花
壇
で
育
て
た
も
の
。

最
初
は
リ
ボ
ン
を
編
み
上

げ
る
細
か
い
作
業
に
苦
戦
し

な
が
ら
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二

つ
目
は
手
際
良
く
作
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

指
導
に
当
た
ら
れ
た
岡
崎

シ
ン
さ
ん
は
、「
ラ
ベ
ン
ダ

ー
は
花
壇
、
バ
ン
ド
ル
づ
く

り
、
香
り
と
、
三
つ
の
楽
し

み
を
味
わ
え
ま
す
。
バ
ン
ド

ル
づ
く
り
を
通
し
て
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
世
代
の
方
が
交
流
し
、
花

か
ら
地
域
の
輪
を
広
げ
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

ガ
ー
デ
ン
部
門
、
ポ
ケ
ッ
ト

ガ
ー
デ
ン
部
門
、
団
体
部
門

の
三
部
門
で
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
五
十
点
、
三
十
一
点
、

二
十
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
応
募
の
あ
っ
た
全
作

品
は
、
六
月
に
市
役
所
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
写
真
で
展
示

さ
れ
、
来
場
者
の
投
票
に
よ

り
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
入

賞
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

秋
に
は
第
三
回
の
コ
ン
テ

ス
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

南
部
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

が
、
六
月
十
九
日
に
柏
の
葉

公
園
競
技
場
で
行
わ
れ
た
Ｊ

リ
ー
グ
柏
レ
イ
ソ
ル
対
横
浜

Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
戦
の
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
で
「
テ
キ
ー
ラ
」、

「
か
っ
ぽ
れ
ね
ぶ
た
」
の
二

曲
を
演
奏
し
、
一
万
人
を
超

え
る
観
衆
を
魅
了
し
ま
し

た
＝
写
真
。

こ
の
試
合
は
、
柏
レ
イ
ソ

ル
の
流
山
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ

ー
と
し
て
流
山
市
民
三
十
組

六
十
人
が
無
料
招
待
さ
れ
た

試
合
で
、
試
合
中
に
は
、
流

山
市
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
の

子
ど
も
た
ち
が
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
を
務
め
、
場
外
で
も
流
山

市
観
光
協
会
が
特
設
ブ
ー
ス

を
設
け
、
流
山
の
Ｐ
Ｒ
を
兼

ね
て
流
山
ふ
る
さ
と
産
品
の

紹
介
や
新
選
組
関
連
グ
ッ
ズ

の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

演
奏
を
終
え
た
部
員
た
ち

は
「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

人
の
前
で
演
奏
し
た
の
は
初

め
て
。
と
て
も
緊
張
し
た
が

う
ま
く
演
奏
で
き
て
良
か
っ

た
」、「
あ
こ
が
れ
の
サ
ッ
カ

ー
選
手
と
同
じ
舞
台
で
演
奏

で
き
た
な
ん
て
夢
み
た
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

で
、
皆
さ
ん
も
ご
家
族
や
地

域
で
ご
応
募
を
。

【
ガ
ー
デ
ン
部
門
】

▽
金
賞
＝
金
井
礼
子
（
西

初
石
）
▽
銀
賞
＝
根
本
弘
子

（
名
都
借
）
▽
銅
賞
＝
国
府

田
誠
（
こ
う
の
す
台
）

【
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
部

門
】▽

金
賞
＝
石
島
幹
子
（
江

戸
川
台
東
）
▽
銀
賞
＝
国
府

田
誠
（
こ
う
の
す
台
）
▽
銅

賞
＝
齊
藤
公
子
（
駒
木
）

【
団
体
部
門
】

▽
金
賞
＝
西
初
石
小
学
校

▽
銀
賞
＝
駒
木
台
第
二
自
治

会
▽
銅
賞
＝
南
柏
パ
ー
ク
ハ

ウ
ス
自
治
会
み
ど
り
の
会

（
向
小
金
）

〈
敬
称
略
〉

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

市有形文化財

南
部
中
吹
奏
楽
部
が
熱
演

明
治
45
年
第
3
回
東
京
写
真
研

究
会
展
覧
会
1
等
を
受
賞
し
た

「
知
ら
れ
ぬ
花
」

▼

ラベンダーの
香りを楽しみな
がらのバンドル
づくり

市教育委員会では、流山市邦楽三曲会
の協力を得て、一茶双樹記念館コンサー
トを開催します。
▽日時＝7月31日�17時～▽場所＝一
茶双樹記念館▽演目＝六段の調　夏の思
い出、銀河の幻想　筝譚詩集、雪ものが
たり▽出演＝日野雅楽筝、大倉歌幸（筝）、
金子さやか（十七絃）、山村雅以山（尺
八）▽定員＝60人（先着順）▽入場料＝
無料▽申し込み＝電話で生涯学習課へ
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

▼

▽期間＝7月17日�～9月19日�
※月曜、祝日、7月20日、8月31日
を除く▽時間＝9時30分～17時▽
場所＝博物館▽内容＝東京都指定
有形文化財の東京府行政文書や天
然理心流の木刀、ゲベール銃・ス
ナイドル銃などの展示。「新選組血
風録　流山」のビデ
オ視聴コーナー。新
選組羽織を着用して
の記念写真コーナー
など▽入場料＝無料
□問博物館�７１５
９－３４３４

31日に一茶双樹記念館でコンサート
邦楽を聴きながら夕涼み

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
3
部
門
の
入
賞
作

品
決
ま
る
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吉
野
誠
写
真
資
料
を
指
定

バ
ス
で
行
く
古
典
芸
能
鑑
賞
会

花
か
ら
広
が
る
地
域
の
輪

自
治
会
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
バ
ン
ド
ル
づ
く
り


